
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - - - -

146

-

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

　本事業では、スポーツにおける「医学分野」、「情報分野」、「工学分野」等に関する先端的な研究ならびに次世代の中核を担う若手研究者の育成を継続的に行う機関を「先端的
スポーツ医・科学研究拠点」として指定し、HPSCと連携・共同研究をし、スポーツ医・科学研究を推進する。更には研究で得られた知見を実践において活用（実装化）できるよう取
り組むことで国際競技力向上に資する取組を行う。

実施方法 委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 150

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - 150.3 146.3 146.3

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - - 150.3 146.3 146.3

- - -

-

令和4年度
事業終了

（予定）年度 令和8年度 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

2023 文科 22 0393

文部科学省

政策 11 スポーツの振興

事業の目的
（5行程度以内）

　国際競技力の向上に向けた強力で持続可能な人材育成や環境整備に資する活動を行うことを目的とする。

競技スポーツ課
競技スポーツ課長
西川　由香

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
スポーツ基本法第１６条、第２５条

関係する
計画、通知等

第3期スポーツ基本計画（令和4年3月25日策定）
「持続可能な国際競技力向上プラン」（令和3年12月27日スポー
ツ庁策定）

事業名 先端的スポーツ医・科学研究推進事業 担当部局庁 スポーツ庁 作成責任者

事業開始年度

施策
11-3 国際競技力の向上に向けた強力で持続可能な人材育成や環境
整備

政策体系・評価書URL

主要経費 科学技術振興費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20221012-mxt_kanseisk01-
000024706-08.pdf

事業概要URL
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/boshu/detail/jsa_00145.html

(項)
令和5・6年度

予算内訳
（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 146.3

146

100%

執行率（％）
=(G)/(F)

- - 100%

スポーツ振興費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

-

令和6年度要求

　

　

　

(目) スポーツ医科学研究支援等委託費

その他

146.3

　スポーツを取り巻く医科学分野が飛躍的に発展しており、最先端の「医学分野」、「情報分野」、「工学分野」等の分野において、スポーツ医・科学研究の推進が必要されている。
また、我が国の国際競技力向上において中心的な役割を担っているハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）に最先端の医科学分野の研究者が少なく、これらの分野に強み
を持つ研究機関等との連携が必要とされている。さらに、スポーツ医・科学研究を行う若手研究者を育成する環境を整備する必要がある。

令和6年度要求

-

-

-



先端的スポーツ医・科学研究推進事業 委託要項及び公募要領

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

-

3- 3

成果目標①-3の
設定理由

（長期アウトカム
へのつながり）

本事業を通じて連携機関（研究）が３拠点形成される。本事業での知見及びHPSCと大学が連携することの成果の還元を広く行うことにより、
５か年度で形成した拠点を令和１０年度までに６件へ倍増させる。
本事業とは別にHPSCが独自に交流を行っている大学や研究機関等に本事業を通じて得られた知見を説明し、
連携機関（研究）を増やす活動を行う。
連携機関（研究）＝先端的な研究を行い、ＨＰＳＣと共同研究を行う拠点。併せて、人事交流等を行い人材育成を行う拠点。

成果実績

成果目標及び成果実績
①-2

（中期アウトカム）

成果目標 単位

- -

6

目標値 件 -

- 200

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

3

HPSCとの共同研究テーマ数の設定については公募時に各拠点最低１つとすると設定した。
本事業を進めるにあたり、HPSCとの共同研究（６件）及び大学独自の提案研究（７件）をR４年度に契約締結した。
令和６年度には、大学独自の提案研究もHPSCと共同研究を行い、知見の拡散及び競技団体への還元を行うようにする。

-

100％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

令和2年度 令和3年度 令和4年度
8 年度

-

13

目標年度

6

研究テーマ数の設定については公募時に大学独自の提案研究（２件）、HPSCニーズの共同研究（１件）の合計３テーマを１拠点当たりの研究テーマ数として設定し
たが実際の実施計画において研究数が１３となる見込みである。
最終年度にはこの13個の研究成果を競技団体へ実装することにより、国際競技力向上に寄与することを目標とする。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和2年度 令和3年度

-

-

10

定量的な成果指標

我が国のスポーツ医・科学研究力の向
上及び国際競技力の向上

目標値 件 - -

年度

HPSCとの連携機関（研究）が増加し、
国際競技力向上に資する活動量の増
加

先端的スポーツ医・科学研究
拠点を含めた連携機関数

達成度

単位 令和2年度

-

- - -

研究成果の競技現場（日本代
表レベル）における実走数

成果実績 件 -

目標最終年度

達成度 ％

13

↓

活動内容①
（アクティビティ）

スポーツに関する先端的な研究の実施
HPSCと連携した先端的ス
ポーツ医・科学研究拠点数

活動実績

年度

- 3

定量的な成果指標 単位

件 -

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件

- -

3

活動目標 活動指標

-

達成度 ％

-

↓

HPSCと共同研究を行い、我が国のス
ポーツ医・科学研究力の向上

HPSCと先端的スポーツ医・科
学研究拠点の共同研究数
（公募時１拠点×１つの共同
研究で提示）

成果実績 件 - -

-

大学等研究機関においてスポーツにおける先端的な研究を行い、スポーツ医・科学の推進を行う。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

先端的スポーツ医・科学研究推進事業 委託要項及び公募要領

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

先端的スポーツ医・科学研究推進事業 委託要項及び公募要領
各大学提出の先端的スポーツ医・科学研究推進事業 実施計画書

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

6

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

拠点 - - 3

目標値 拠点 - - 3



活動内容②
（アクティビティ）

スポーツに関する先端的な研究を行い、次世代の中核を担う若手研究者の育成を行う

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

拠点の特性を生かした若手研究者の育
成

若手研究者の育成拠点
活動実績 件 - - 3 - -

当初見込み 件 - - 3 3 3

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

令和４年度より事業を開始し、初年度は事業の体制整備を行った。
令和５年度にはHPSCとの交流に向けたプログラム、仕組みの整備を行い、令和６年度から人材交流を開始する。
各研究拠点より２名程度の研究員（准教授・助教クラスと博士課程クラス）がHPSCを研究フィールドとする研究を行うと想定する。
HPSCを研究フィールドとすることで知の交流及び人材の交流が活発となり、我が国の研究力の向上につながると考える。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

HPSCとの人材交流による研究者の質
の向上

HPSCを研究フィールドとする
先端的スポーツ医・科学研究
拠点の研究者の数
（１拠点より２名を想定）

成果実績 人 - - - -

目標値 人 - - - 6

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

先端的スポーツ医・科学研究拠点において新たに設定される育成プログラムを通じて、最終年度までに４５名の育成プログラム履修者を輩出する。
各拠点においてプログラムの内容は異なるが、令和４年度に体制整備を行い、令和５年度に各大学内での申請等を進めていただき、R６年度より本格的に開始す
る。単年度・２年度プログラムと想定して、単年度５名、２年度１０名の輩出を予定。（１５名×３拠点）

成果目標及び成果実績
②-2

（中期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

8 年度

次世代のスポーツ医・科学研究の中核
を担う若手研究者が育成されること

本事業の若手研究者育成プ
ログラムで育成される若手研
究者の人数（各大学の目標数
値）

成果実績 人 - - - -

目標値 人

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

先端的スポーツ医・科学研究推進事業 委託要項及び公募要領

- - - 45

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

先端的スポーツ医・科学研究推進事業 実施計画書より

↓
成果目標②-3の

設定理由
（長期アウトカム
へのつながり）

本事業を通じて連携機関（研究）が３拠点形成される。本事業での知見及びHPSCと大学が連携することの成果の還元を広く行うことにより、
５か年度で形成した拠点を令和１０年度までに６件へ倍増させる。
本事業とは別にHPSCが独自に交流を行っている大学や研究機関等に本事業を通じて得られた知見を説明し、
連携機関（研究）を増やす活動を行う。
連携機関（研究）＝先端的な研究を行い、ＨＰＳＣと共同研究を行う拠点。併せて、人事交流等を行い人材育成を行う拠点。

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

10 年度

若手研究者を恒常的に輩出する研究
拠点の整備

先端的スポーツ医・科学研究
拠点を含めた連携機関（研
究）数

- - - -

目標値 拠点 - - - 6

達成度 ％ - - - -

成果実績 拠点

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-



目標年度における効果測定に関する評価（令和7年度実施)

-
点検結果

本事業は限られた予算の範囲内で、いかに効率的に独創的で革新的な研究・次世代を担う
若手研究者の育成を行うかが課題となる。

-

-

この事業は、有識者の所見を踏まえ、最終的に目指している事業目的を明確化し、成果目標との関連性がしっかりと確認できるようにすべきである。

外部有識者の所見

本事業のアウトプット評価指標の一つである「拠点」数が3であり、選定された拠点は複数年度に渡って事業を行い最終的に自走し、かつ、更に倍の６拠点が自走する理解するが、レビュー
シートの「事業目的」からそれが読み取れないため、レビューシートの「事業目的」においてしっかりと説明する必要がある。

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

-

-

・HPSCとの共同研究契約を締結していき、研究の継続はもとより、その他の研究テーマについても継続して研究成果をあげるため、定期的なMTGをスポーツ庁、
HPSC、受託先の3者間で行っていく。
・同様に人材育成についても定期的なMTGを行い、進捗確認及び方向性の確認を行う。
・パラアスリート支援に関しては、JPSA等も巻き込み、意見交換を行う。

-

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

指摘いただいた事項に沿って事業目的への反映を行い、具体的に説明する。

事業内容の一部改善

年度内に改善を検討

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-



0019

2021 文科

令和2年度

0028

令和4年度 2022 文科 新22

関連する過去のレビューシートの事業番号

新22

令和元年度

平成28年度

平成29年度

令和3年度

平成27年度

平成24年度

平成25年度

平成30年度

平成23年度

平成26年度



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）



　

支出先上位１０者リスト

A.筑波大学

B：学校法人立命館

C：学校法人順天堂

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

25％ -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 学校法人順天堂 8010005002330 研究実施に係る費用 50
随意契約（企画

競争）
12

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 学校法人立命館 9130005004289 研究実施に係る費用 50
随意契約（企画

競争）
12 25％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 国立大学法人筑波大学 5050005005266 研究実施に係る費用 50
随意契約（企画

競争）
12 25％ -

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

計 45.8 計

一般管理費 4.1

消費税 0.1

雑役務費 環境整備のための費用 19.6

消耗品 研究実施のための活動費 1.5

旅費 研究推進のための活動費 0.1

雑役務費 環境整備のための費用

人件費 事業実施に係る人員 1

設備備品費 研究実施に係る設備整備 19.4

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

一般管理費 4.9

消費税 0.1

1.4 消耗品 研究実施のための活動費

消耗品 研究実施のための活動費 6.3 一般管理費

環境整備のための費用 0.1

4.5

旅費 研究推進のための活動費 0.1 雑役務費

C. D.

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

諸謝金 研究実施に係る諸謝金 0.1 通信運搬費

計 49.9 計 49.9

環境整備のための費用 0.2

1

1.3

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

研究実施に係る費用 研究実施に係る設備整備 36 設備備品費 研究実施に係る設備整備 43.8

人件費 事業実施に係る人員
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